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本
市
の
面
積
５
万
３
６
０
０
㌶
の
う

ち
、
森
林
は
２
万
２
２
２
０
㌶
と
41
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
を
除
く
森
林
は
１
万
９
５
４
７

㌶
で
、
そ
の
う
ち
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
、
ア

カ
マ
ツ
な
ど
の
人
工
林
が
１
万
３
６
８
５

㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
工
林
は
、
家
や

家
具
な
ど
に
使
用
す
る
木
材
を
生
産
す
る

た
め
植
林
し
た
も
の
。
人
工
林
率
は
70
㌫

と
県
平
均
の
54
㌫
を
上
回
っ
て
お
り
、
林

業
の
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　

樹
種
別
で
は
、
ス
ギ
が
最
も
多
く
植
林

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
主
要
な
樹
種
に
独
自
の
伐
採

時
期
を
定
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
ギ

や
ア
カ
マ
ツ
は
50
年
、
ヒ
ノ
キ
は
70
年
で

す
。
日
本
で
は
、
戦
後
復
興
の
た
め
木
材

の
需
要
が
急
増
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦

時
中
の
乱
伐
な
ど
に
よ
り
供
給
が
追
い
つ

か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
植
林
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
植

林
さ
れ
た
も
の
が
現
在
伐
採
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

森
林
は
、
木
材
や
キ
ノ
コ
な
ど
の
林
産

物
を
生
産
す
る
ほ
か
、
水
の
貯
蔵
、
地
球

温
暖
化
や
土
砂
災
害
を
防
止
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

木
の
根
に
は
、
土
壌
の
流
出
を
防
ぐ
機

能
が
あ
り
ま
す
。
森
林
表
面
の
土
壌
は
、

落
ち
葉
や
草
が
腐
っ
て
で
き
た
有
機
物
な

ど
で
構
成
さ
れ
、適
度
な
隙
間
が
存
在
し
、

保
水
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
は
、
手
入
れ
を
し
な
い
で
放
置
し

て
い
る
と
、
木
々
が
密
集
し
、
地
面
ま
で

光
が
届
か
な
い
た
め
に
草
が
生
え
な
く
な

り
ま
す
。
木
の
根
も
十
分
に
成
長
し
な
い

た
め
、
保
水
機
能
が
あ
る
表
面
の
土
壌
が

流
出
。
そ
の
た
め
、
大
雨
が
降
る
と
水
を

蓄
え
ら
れ
ず
、
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫

な
ど
が
発
生
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
動
植
物
の
多
様
な
生
態
系

の
保
存
、
キ
ャ
ン
プ
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と

い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
癒
や
し
の

場
の
提
供
な
ど
、
森
林
に
は
多
種
多
様
な

機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

木
材
価
格
は
、
１
９
８
０
年
を
ピ
ー
ク

に
下
落
を
続
け
、
現
在
は
そ
の
３
分
の
１

に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。要
因
と
し
て
は
、

安
価
な
外
国
産
木
材
の
需
要
や
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
木
材
以
外
の
建
築
材
料

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
国
産
木
材
の
需
要

が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

　

森
林
は
、
手
入
れ
を
す
る
こ
と
で
、
力

を
最
大
限
に
発
揮
し
ま
す
。
生
産
者
は
、

伐
採
し
た
木
を
売
る
こ
と
で
収
入
を
得

て
、
そ
れ
を
元
手
に
苗
木
を
植
え
、
森
林

を
整
備
す
る
の
で
す
。
木
材
が
使
わ
れ
な

け
れ
ば
、
伐
採
し
て
も
採
算
が
合
わ
ず
、

林
業
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
き
、
手
入
れ

が
さ
れ
な
い
森
林
は
荒
れ
る
と
い
う
悪
循

環
に
陥
り
ま
す
。

　

木
材
を
使
う
こ
と
が
身
近
に
あ
る
森
林

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
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Syunsuke Inomata

　自然が好きだったので、
山で働こうと思いました。
　主な仕事は間伐です。間
伐は良材にするために必要
なこと。一般に木材は、真っ
すぐで、年輪幅の均一なも
のが良材です。加工しやす
く、見た目もきれいだから
ですね。市内の木材は成長
が良く、良材が多いです。
市内産木材の良さを知って
いただき、たくさん使って
ほしいですね。

Tomohiko SuzukiTsutomu Oe

　実家で山を所有しており、祖父が手入れをしていました。
自然の中で育ってきたので、自然に関連する仕事に就きたい
と思っていました。
　木材センターは市内に２カ所、東和と津山にあります。東
和町森林組合が運営する東和木材センターには、市内のほか、
気仙沼市と岩手県一関市から木材が集まります。
　市内産木材を使うということは、木が育ったのとほぼ同じ
環境で使うということ。温度や湿度、気候になじむので長持
ちします。家を建てるときは市内産木材をお勧めします。
　誰もが、家を建てるときは少しでも安くしたいと思います
が、全体に占める木材の価格は２割程度。キッチンやお風呂
だけではなく、家本体の材質にも気を配ってはどうでしょう
か。

　登山をしていて、山に興
味を持ったので、山で働き
たいと思っていました。
　主な仕事は間伐です。密
集していた木を伐採する
と、木々の間から光が差し、
明るい森になります。間伐
した森林はとてもきれい
で、やりがいがありますね。
　山は私たちの暮らしに欠
かせないものなので、きち
んと整備して、次世代に美
しい森を残したいです。

　体を動かす仕事をしたい
と思っていたので、この仕
事を選びました。
　主に、山を維持管理する
ための道路整備や丸太の運
搬をしています。
　木を伐採したときに発生
する枝、葉はごみになりま
す。葉は線香の原料にでき
ますが、安いため採算が合
いません。枝、葉も森林資
源なので、有効な活用方法
を考えたいですね。

Yuusuke Suto

Hiroyasu Sato

　津山は林業が盛んで、地域の基幹産業でした。製材業は地
域に密着した仕事。なくてはならない大切なものなので、家
業を継ぎました。
　市内産木材は耐久性に優れ、真っすぐ成長しているので扱
いやすい良材です。製材品を多く作れます。先人たちが、丁寧
に山の手入れをしてきたおかげですね。
　当社では、家１棟の材料をまとめて供給したいと思ってい
ます。また、市場から需要のある乾燥材の生産も拡大し、さ
まざまな建物に対応した製材品を作りたいと考えています。
　皆さんに、より多くの木材を使ってもらえるよう、良い材質
のものを、より安く提供し、地産地消につながればいいなと思
います。

　津山木工芸品事業協同組合は、間伐材の有効活用のため
1982 年に設立されました。
　当組合の木工品は矢羽模様が特徴。市内産スギ材にこだわ
り、器や家具、玩具などさまざまな製品を作っています。市
内産木材は、年輪幅が均等な感覚で育っているので木目がき
れい。矢羽模様にしたときに美しく仕上がります。今こうし
て良材を使えるのは、生産者の皆さんが間伐などの手入れを
きちんとしてきたおかげです。
　木工芸品の良さは傷が付いても直せること。末永く使って
もらえるとうれしいですね。
　特注品の注文も受けますが、手作りのため生産数に限りが
あります。今後、生産数を伸ばせるよう職人を育て、技術を
磨き、市内産木材の活用に協力していきたいです。

Kiichi Sasaki

☎
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Masahiko　Chiba

登
米
市
は
、
コ
メ
や
畜
産
な
ど

農
業
が
有
名
で
す
が
、
林
業
も
盛

ん
な
地
域
で
す
。

　

市
の
東
部
に
ほ
と
ん
ど
の
森
林

が
集
中
し
、
各
地
域
で
特
色
あ
る

林
業
・
森
林
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
東
和
地
区
で
は
、
早

く
か
ら
間
伐
に
よ
る
良
質
材
生
産

や
、
森
林
資
源
を
生
か
し
た
原
木

シ
イ
タ
ケ
や
マ
イ
タ
ケ
な
ど
特
用

林
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
米
地
区
で
は
、
登
米
町
森
林
組

合
が
丸
太
の
生
産
か
ら
加
工
、
家

づ
く
り
、
キ
ノ
コ
生
産
や
森
林
公

園
の
管
理
ま
で
、
森
林
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
組

合
と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
す
。

津
山
地
区
で
は
、
国
産
材
だ
け
を

加
工
す
る
大
規
模
な
製
材
所
が
多

く「
津
山
ス
ギ
」の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
間
伐
の
促
進
と

合
わ
せ
た
木
材
加
工
や
木
工
品
の

製
造
が
盛
ん
で
す
。

　

ま
た
、
若
手
林
業
者
で
構
成
す

る
津
山
町
林
業
研
究
会
は
、
市
内

外
を
問
わ
ず
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
た
林
業
体
験
学
習
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
市

内
に
は
木
の
伐
採
や
木
工
品
づ
く

り
、ワ
サ
ビ
栽
培
な
ど
の
達
人「
森

森
林
と
と
も
に

の
名
人
」が
複
数
い
ま
す
。

　

現
在
、
林
業
は
木
材
価
格
の
低

迷
に
よ
り
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て

い
ま
す
。
採
算
が
合
わ
な
い
た
め

手
入
れ
を
怠
っ
て
し
ま
う
と
、
森

林
は
荒
廃
し
て
い
き
ま
す
。
私
た

ち
は
、
森
林
を
守
り
、
次
世
代
へ

つ
な
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
材
需

要
拡
大
支
援
事
業
や
里
山
再
生
事

業
、
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量

販
売
事
業
な
ど
、
市
独
自
の
事
業

を
実
施
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
林
業

の
活
性
化
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
人
が
植
林
し
、
大
切
に
育
て

ら
れ
て
き
た
森
林
が
、
い
よ
い
よ

収
穫
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

木
を
使
う
こ
と
が
森
林
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

家
や
食
器
、
日
用
品
な
ど
に
木

を
取
り
入
れ
た
、
木
の
ぬ
く
も

り
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
を
楽
し
み
、

そ
し
て
森
林
浴
で
癒
や
さ
れ
る
。

日
々
の
暮
ら
し
を
健
康
的
で
心
地

よ
く
、
そ
し
て
森
林
も
元
気
に
な

る
。
登
米
市
な
ら
で
は
の「
木
づ

か
い
生
活
」は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

木
を
使
う

　

登
米
町
森
林
組
合
で
は
、
お
客

さ
ん
の
要
望
に
合
っ
た
家
づ
く
り

を
す
る
た
め
、
木
材
生
産
か
ら
建

設
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
、
山
づ
く
り
か
ら
家
づ
く
り
ま

で
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と

と
、
自
然
環
境
に
関
心
が
あ
っ
た

の
で
、こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

　

現
在
、
木
材
を
ク
ロ
ス
で
隠
し

た
家
が
主
流
で
す
。
そ
れ
だ
と
、

木
材
は
何
を
使
っ
て
も
一
緒
。
当

組
合
で
家
を
建
て
る
と
き
は
、
木

を
見
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
木
の
ぬ
く
も
り
や
木
目
の
美

し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
か
ら

ね
。
ま
た
、
木
材
生
産
を
し
て
い

る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
対

応
し
た
木
材
を
用
意
で
き
、
お
客

さ
ん
の
要
望
に
合
っ
た
家
を
建
て

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

一
般
に
、
建
築
費
に
対
し
て
木

材
の
占
め
る
割
合
は
、
２
割
程
度

と
低
く
、市
内
産
木
材
を
使
え
ば
、

登
米
市
か
ら
助
成
を
受
け
ら
れ
る

の
で
経
費
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　

設
計
や
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
家

を
一
度
見
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
の

良
さ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　半年前に、新メニューに合う皿を探していました。メ
ニューは、おにぎりや豚汁などをセットにしたもの。もく
もくハウスで探していたら、イメージどおりの見た目のき
れいな高級感のある皿があったので迷わず購入しました。
多少高くても木製品は落としても壊れにくいので、長く使
えますからね。実際に使ってみると、料理が引き立ち、存
在感もあります。お客さんにも好評です。
　今後も、メニューに合う木製品を探していきたいです。

coFFee doc ors

※当店は迫町にあり、医療介護の相談ができるコミュニティカフェ
です。相談がなくてもご利用できます。

― コーヒー ドクターズ ―

　ハウスメーカーでは、土間の形など希
望どおりにつくれないので、市内の工務
店にお願いしました。そこで補助金のこ
とを知り、市内産木材を使いました。
　梁

はり

を見せるつくりにしたかったので、
材質の見た目の良さも必要でした。とて
も気に入っています。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市
内
に
居

住
用
の
住
宅
な
ど
を
、
市
内
産
木

材
を
使
用
し
て
、
市
内
の
建
設
業

者
が
建
設
す
る
場
合
に
支
援
し
ま

す
。

主
要
構
造
材
の
50

㌫
以
上
に
市
内
産
木
材
を
使
用
し

た
、
木
造
在
来
工
法
に
よ
る
自
己

の
居
住
用
住
宅
、
自
ら
が
営
む
店

舗
お
よ
び
事
務
所
、
集
会
施
設
の

新
築
・
増
築
。

☎

co
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☎　

市
で
は
、
平
成
25
年
か
ら
環
境

省
の
認
証
を
受
け
た
Ｊ
―
Ｖ
Ｅ
Ｒ

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販
売
。
そ
の
収
益

を
森
林
整
備
費
用
の
一
部
に
充
て

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
末
現
在
、
８
７
１
㌧

（
９
３
５
万
円
分
）を
企
業
な
ど
に

購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

産
業
経
済
部
農

林
政
策
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６ 平成27年９月 30日、市役所迫庁舎でクレジット購入記念

証贈呈式を実施。295㌧（320万円分）を購入した、首都圏
でスーパーを展開する㈱マルエツに記念証を贈呈しました

Hiroyuki Aizu

森
林
所
有
者
が
行
う
身
近
な
広

葉
樹
林
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

広
葉
樹
の
造
林
、

天
然
更
新
の
経
費

10
㌃
当
た
り
２
万
円

以
内

㎡
㎥
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　1964 年に埼玉県警に採用。越谷警察署、交通
機動隊、県警交通規制課、春日部警察署、草加警
察署などに勤務し、04 年に吉川警察署交通課警
部補で退職。40 年余りの勤続歴の大半を交通畑
で過ごし、安全で快適な交通状況の構築など交通
事故防止に尽力しました。

　仙台市中央卸売市場食肉市場で、農林水産祭参
加 第 55 回仙台牛枝肉共進会（全国農業協同組合
連合会宮城県本部：主催）が開催されました。
　共進会には、第１部黒毛和種【去勢】および第２
部黒毛和種【雌】の２部門に、県内から去勢 150 頭、
メス 50 頭、計 200 頭が出品。
　審査の結果、第１部黒毛和種【去勢】で登米町の
千葉盛

さかり

さん（農林水産大臣賞ほか）が、第２部黒毛
和種【雌】では南方町の川口公

こう

司
し

さん（農林水産省
東北農政局長賞ほか）がそれぞれチャンピオン賞
を受賞しました。

　やちよさんは志津川町（現：南三陸町）で 8人きょう
だいの次女として誕生。25 歳頃に中田町出身の勝

かつ

美
み

さんと結婚し、4人の子宝に恵まれました。結婚当初
は東京で暮らしていましたが、戦時中のため夫の実家
へ疎開。その後は、夫と農業に従事しました。昔から
負けず嫌いで働き者のやちよさん。毎日おしぼりをた
たんだり、茶碗を拭いたりしています。食べ物の好き
嫌いはなく、好物は煮魚とまんじゅうなどの甘いお菓
子です。中田町内に住む娘の富

とみ

代
よ

さんは「110 歳目指
してこれからも長生きしてください」と話しました。

◉
▶

千葉 盛（登米町）
川口 公司（南方町）

高橋 浩（南方町）、千葉 敏（豊里町）
金野 康（石越町）、渡辺 哲也（南方町）

　　㈱かのファーム（米山町）、千葉 哲雄（迫町）
　　佐藤 昭彦（豊里町）
▶

川口 公司（南方町）

　第 35 回全国中学生人権作文コンテスト宮城県
大会が開催され、県応募総数 150 校 9,353 編の中
から、村上敬

けい

太
た

君（登米中 2年）の「障害のある人
とともに」と浅野愛

あ り な

理奈さん（登米中2年）の「たっ
た一つの事」が優秀賞を受賞しました。登米中学
校では、人権擁護委員を講師に招くなど人権につ
いての授業に力を入れていますが、同校から 2人
同時に受賞したのは初めてのことです。　

◉
「一言で未来は変わる」櫻

田幸
さち

さん（津山中 2年）
「戦争を知り、未来へ

伝える」菊地奈
な な

々さん（東和中 3年）

　キャリア教育の充実発展に尽力し、顕著な功績が
認められる団体に贈られる「第９回キャリア教育優
良教育委員会、学校及び PTA団体等文部科学大臣
表彰」で市教育委員会が表彰されました。
　市教育委員会では、学校教育重点施策にキャリア
教育の推進を掲げ、市内全中学校でキャリアセミ
ナーを実施。協働教育推進やコミュニティースクー
ル導入を視野に入れたキャリア教育推進に取り組ん
でいます。これらの取り組みが評価され今回の受賞
となりました。

　学校保健および学校安全の普及と向上に尽力し、
多大な成果をあげた個人、団体に贈られる「平成
27 年度学校保健及び学校安全表彰」で石越町の佐
藤良
よしとも

友さんが表彰されました。　
　佐藤さんは、1983 年から現在まで 32 年間の長き
にわたり、石越小学校・石越中学校医として健康教
育全般に関し生徒への適切な助言や指導するなど、
児童、生徒の健康管理に献身的に尽力しました。
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　１月10日の「110番の日」に合わせ、仙台育英学園高野
球部の佐藤将

しょう

太
た

君（迫町古宿出身）は１月９日、佐沼署
の一日署長を務めました。
　警察官姿の佐藤君は、佐沼署で笹原隆

りゅう

二
じ

署長から委
嘱状を受け取ると「警察の助けを必要としている人の
迷惑とならないよう、皆さんに正しく110番通報を使
ってほしいです」と抱負を語りました。
　午後２時からはイオンタウン佐沼で110番の広報活
動に参加。正しい110番の利用を訴えるポスターを作製
した佐沼中生２人への表彰式や 110番にまつわるクイ
ズなどをして、一日署長の務めを果たしました。

夏の甲子園決勝で、同点適時打を放ち、大活躍した佐藤君。はっ
とンやみやぎくんと正しい110番通報をＰＲしました。

　第８回子どもたちが考える登米市の未来新聞コンク
ール表彰式は12月６日、南方農村環境改善センターで
開催されました。
　コンクールには、小学生の部５校42作品、中学生の部
４校21作品の応募があり、それぞれ最優秀賞、優秀賞、
優良賞と審査員特別賞が選ばれました。
　中学生の部で最優秀賞に選ばれた登米中１年２組
「ＨＤＫ本当にできる子」のメンバー野村桜

さ く ら

花さんは
「地域の伝統行事である秋まつりを未来につなげたい
と思い、テーマに選びました。見やすく作るのが大変で
した」と作成の苦労を話していました。

受賞全グループが作品を発表。風力発電所の建設や車椅子専用
道路の設置など、自由な発想が数多く発表されました。

　日本一はっとフェスティバルは12月６日、迫中江中
央公園で開かれ、市内外から約２万７千人が訪れまし
た。当日は、自慢の「はっと」を提供する35店舗が出店。
訪れた人たちは、全国の「はっと」に舌鼓を打ちました。
　今年は、姉妹都市の富山県入善町からPRマスコット
キャラクター「ジャンボ～ル３世」が友情出演し、会場
を盛り上げました。購入者の割りばしによる投票で決
まる「はっと大賞」には「海鮮はっと（塩味）」鮨信（登米
市中田町）が選ばれました。渥美空

くう

斗
と

君（米山町下小路）
は「赤豚カレーはっとがおいしかったです。来年も来
たいです」と話していました。

県内だけではなく、山形県や岐阜県などからも出展。登米市では
味わえない珍しい「はっと」が並びました。

　平成27年度キャリアセミナーは12月11日、佐沼中１
年生を対象に開催されました。
　これは、生徒一人一人が自らの生き方を考え、主体的
に進路を選択、決定する意欲などを育てることを目的
に、市内を中心とした職業人を講師に迎え、市内全中学
校を対象に実施しているものです。
　当日は、警察官、コミュニティエフエムのパーソナリ
ティ、コンビニエンスストア経営者など、各業種20人
の講師が、その職についたきっかけ、夢や目標を持ち努
力することの大切さを、それぞれの言葉で生徒たちに
伝えました。 最初は硬くなっていた生徒たちも、講師の話しかけにより次第

に緊張がとれ、和やかな雰囲気で進められました。

　回想法講座「語らおう会！とめカフェ」修了証書授与
式および講演会（国立研究開発法人国立長寿医療研究
センター主催）は12月20日、迫公民館で開かれました。
　８月から始まった同講座は今回で修了。受講者全員
に修了証書が手渡されました。講演会は、講師の東北大
学教授の邑

むら

本
もと

俊
とし

亮
あき

氏が、回想法を生かした認知症予防
への取り組みなどについて話しました。
　名生村

むら

子
こ

さん（迫町小金丁）は「初めは難しい内容だ
と思っていましたが、自分の過去を振り返り友人と語
りあう楽しいものでした。講座で得たことを忘れず、楽
しく暮らしていきたい」と話していました。

講師の邑本氏は、認知症予防に必要なことを、映像や教材などを
使い分かりやすく紹介。受講者からは大変好評でした。

　市年末年始消防特別警戒（12月１日～１月９日）の一
環とした防火指導は12月26日、イオンタウン佐沼とみ
やぎ生協加賀野店で開かれ、市民に防火意識の向上を
呼びかけました。
　年末年始の防火指導は、火を取り扱うことが多く、
火災発生の危険性が高まる時季であることから、市消
防本部で毎年実施。当日は、布施市長と消防関係者ら14
人が「年末年始消防特別警戒中です。火の用心お願いし
ます」と声掛けをしました。両親と訪れた阿部高

たか

明
あき

くん
（中田町本町畑中）は「火事は怖いので、お父さん、お母
さんと一緒に気をつけます」と注意を誓いました。

消防関係者が、火気使用の注意喚起のリーフレットやエコバッ
クなどを配り、老若男女を問わず火の用心を呼びかけました。
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総
合
計
画
は
、
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
像
や
目
標
な
ど
を
定

め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手

段
を
総
合
的
・
体
系
的
に
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。
市
の
行
政
運

営
の
指
針
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
計

画
の
最
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る

計
画
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
が
誕
生
し
て
10
年
が
経
過

し
、
こ
の
間
に
本
市
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
情
勢
は
著
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
の
進
展
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
や
防
災
へ
の
取
り
組

み
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
高
度
化
が
進
み
、
画
一
的

な
行
政
運
営
で
は
対
応
が
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
市
民
と
行
政
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
、

長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て
行
政
運

営
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
な
た
め
、
平
成
24
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
基
づ
き
、「
第
二
次
登
米
市
総

合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
26
年
１
月
に
市
民
５
千
人
を

対
象
と
し
た
市
民
意
向
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
市
内

の
公
共
的
な
団
体
を
対
象
と
し
た

団
体
の
意
見
を
伺
う
会
、
９
つ
の

地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
た
地
域
審

議
会
お
よ
び
９
つ
の
地
域
で
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
２
回
ず
つ
開

催
し
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
第
二
次
登
米
市
総
合

計
画（
案
）は
、
委
員
20
人
で
構
成

さ
れ
た
総
合
計
画
審
議
会（
徳
永

幸よ
し
ゆ
き之
会
長
・
宮
城
大
学
教
授
）で

審
議
さ
れ
、
昨
年
８
月
に
答
申
を

い
た
だ
き
、
９
月
に
市
議
会
で
議

決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

第
二
次
登
米
市
総
合
計
画
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
別
冊
で

配
布
し
て
い
る
「
概
要
版
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◉
計
画
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

tom
e.m
iyagi.jp/kikaku/

dai2soukei.htm
l

）で
公
開
し
て

い
ま
す
。

◉
計
画
策
定
ま
で
の
取
り
組
み

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.tom

e.m
iyagi.jp/

kikaku/soukei2nd.htm
l

）で
公

開
し
て
い
ま
す
。

企
画
部
企
画
政

策
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

将
来
医
師
と

し
て
市
立
病
院
な
ど
に
勤
務
し

よ
う
と
す
る
大
学
生

▼

大
学
１
〜
３
年
生（
２
人
程
度
）

月
額
20
万
円
以
内
▼
大
学
４
〜

６
年
生（
１
人
程
度
）月
額
30
万

円
以
内

貸
付
決
定
月
か

ら
大
学
卒
業
の
月
ま
で

詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

医
学
生
奨
学

金
貸
付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者２

人
程
度
・
７
６
０
万
円
以
内

無
利
子
貸
し
付

け（
償
還
免
除
の
制
度
は
な
し
）

と
し
、
医
学
生
奨
学
金
貸
し
付

け
の
最
後
の
月
か
ら
10
年
以
内

に
償
還

看
護
師
養
成

施
設
に
在
学
す
る
学
生
で
、
将

来
看
護
師
と
し
て
市
立
病
院

（
診
療
所
や
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）に
勤
務
し
よ
う
と
す
る

人

７

人
程
度
・
月
額
10
万
円
以
内

貸
し
付
け
決
定

月
か
ら
、
看
護
師
養
成
施
設
を

卒
業
す
る
月
ま
で（
看
護
師
養

成
施
設
の
修
学
年
数
を
限
度
）

※
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
償

還
が
全
額
免
除
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

看
護
師
奨
学

金
貸
付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者７

人
程
度
・
20
万
円
以
内

無
利
子
貸
し
付

け（
償
還
免
除
の
制
度
は
な
し
）

と
し
、
看
護
師
奨
学
金
貸
し
付

け
の
最
後
の
月
か
ら
10
年
以
内

に
償
還

２
人（
１
人
は

家
族
で
可
、
も
う
１
人
は
別
世

帯
で
独
立
生
計
を
営
む
人
）

次
の
書
類

を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
❶
貸
付
申
請
書
❷
在

学
証
明
書（
４
月
入
学
予
定
者

は
、
合
格
通
知
書
ま
た
は
入
学

通
知
書
の
写
し
。
入
学
後
在
学

証
明
書
を
提
出
）
❸
戸
籍
抄
本

❹
在
学
す
る
大
学
の
学
長
ま
た

は
学
部
長
、
看
護
師
養
成
施
設

の
長
な
ど
の
推
薦
調
書（
４
月

入
学
予
定
者
は
不
要
）
❺
そ
の

他
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書

類（
医
学
生
奨
学
金
等
貸
付
応

募
理
由
書
、
履
歴
書
、
健
康
診

断
書
な
ど
）
※
様
式
は
医
療
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成
28
年

３
月
１
日（
火
）〜
４
月
８
日

（
金
）
※
当
日
消
印
有
効　

書
類
審
査
と
面

接
審
査（
４
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
）
※
面
接
の
日
時
や

詳
細
は
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。

退
学
な
ど
で
貸

し
付
け
目
的
を
達
成
す
る
見
込

み
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
貸

し
付
け
を
停
止
し
、
年
10
㌫
の

利
息
を
加
え
て
一
括
償
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

医
療
局
経
営
管
理
部
総
務

課（
総
務
係
）
〒
９
８
７
―

０
５
１
１　

宮
城
県
登
米
市
迫

町
佐
沼
字
下
田
中
25（
登
米
市

民
病
院
内
）

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
７
９
５

申込書は、平日の午前８時 30 分から
午後５時 15 分まで医療局総務課で平成 28 年 1 月 20 日
（水）から配布します。郵便で請求する場合は、封筒の
表に「応募職種名」、「採用試験申込書請求」双方を朱
書きし、宛先を明記し 120 円切手を貼った返信用封筒
（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してください。詳細
は、市ホームページに掲載します。

平成 28 年 1 月 20日（水）～  2 月 5日（金）
※平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで（郵便の
場合は受付期間中の消印のあるものに限る）。

登米市医療局総務課（人事係）
〒 987-0511　宮城県登米市迫町佐沼字下田中 25
（登米市民病院内）　☎ 0220（21）6888
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要介護認定高齢者が障害者控除・特別障害者控除（本
人、配偶者、扶養親族）の適用を受けるための「障害
者控除対象者認定書」を発行します。

認定基準日（平成 27年 12月 31日、平成 27年中
亡くなられた人については死亡日）に年齢が 65歳以上
で、要介護１～５の要介護認定を受けており、登米市
内に住所をおいている人
▶要介護１～３＝障害者控除
▶要介護４、５＝特別障害者控除

無料
※障害者手帳などをお持ちの人は、この認定書がなく
ても手帳の提示で控除の適用が受けられますが、要介
護４、５で特別障害者控除の対象になる人は手帳の等
級によっては認定書が必要な場合があります。

　寝たきり状態で、おむつの使用が必要な人のおむつ

代は医療費控除の対象となります。控除の適用を受け
るための「おむつ使用証明書」を発行します。

おむつ代の医療費控除適用が２年目以降で、
要介護認定時の主治医意見書によって寝たきり状態で
おむつの使用が必要なことが確認できる人。

1通　300 円
※おむつ代を医療費控除するのが初めて（１年目）の
人は、医師が発行する証明書が必要です。証明書の様
式は各総合支所の市民課窓口にあります。

平成 28 年 1 月 25 日（月）～ 3月 15 日（火）
午前 8時 30 分～午後 5時 15 分（土・日曜、祝日を除く）

▶各総合支所市民課（市民係）
▶福祉事務所長寿介護課（認定審査係）

対象者の介護保険被保険者証
本人またはその親族

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

平
成
27
年
中
に
所
得
が
あ
り

勤
務
先
か

ら
源
泉
徴
収
票
を
交
付
さ
れ
て
い
な
い
人

勤
務
先
で
給
与
の
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ

た
人

給
与
所
得
の
ほ
か
に
農
業
や
営
業
な

ど
の
各
種
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当

所
得
、
雑
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申

告
書
附
表
を
提
出
す
る
こ
と
で
申
告
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

収
入
が
ま
っ
た
く
無

か
っ
た（
他
市
町
村
に
い
る
家
族
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
な
ど
）
収
入
が
障
害
者
年
金
、

遺
族
年
金
、
失
業
給
付
な
ど
の
非
課
税
所
得

の
み

※
申
告
書
附
表
は
「
所
得
の
申
告
相
談
に
つ

い
て（
ご
案
内
）」
に
添
付
し
て
い
ま
す
。
必

要
な
項
目
を
記
入
し
、
各
申
告
会
場
、
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
課
に
平
成
28
年
３
月
15

日（
火
）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
税
務
署

に
申
告
す
る
人（
青
色
申
告
者
、
会
計
事
務

所
に
依
頼
す
る
人
を
含
む
）や
、
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）で
申

告
す
る
人
は
、
市
役
所
で
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
地
域
に
よ
っ
て
申
告
相
談
の
日
が
異
な
り

ま
す
。
申
告
日
程
や
申
告
相
談
時
に
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
て

い
る
「
所
得
の
申
告
相
談
に
つ
い
て（
ご
案

内
）」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
間
中
、各
申
告
会
場
で
日
曜
日（
１

日
の
み
）の
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
受

付
時
間
は
、
各
会
場
と
も
、
午
前
が
８
時
45

分
か
ら
11
時
、
午
後
は
１
時
15
分
か
ら
３
時

30
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
日
曜
日
の
申
告
相

談
の
日
程
は
申
告
会
場
ご
と
に
違
い
ま
す
の

で「
所
得
の
申
告
相
談
に
つ
い
て（
ご
案
内
）」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
分
の
申
告
よ
り
事
業
所
得
な
ど

（
営
業
所
得
・
農
業
所
得
・
不
動
産
所
得
）が

あ
る
全
て
の
人
を
対
象
に
、
帳
簿
な
ど
の
記

帳
・
保
存
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
収
支
内

訳
書
な
ど
を
作
成
し
、
申
告
の
際
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
税

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
賃
貸

借
契
約
を
結
ぶ
場
合
の
参
考
と
し
て
、

過
去
１
年
間（
平
成
26
年
11
月
か
ら
平

成
27
年
10
月
ま
で
）の
農
地
の
賃
貸
借

契
約
状
況
を
提
供
し
ま
す
。

　

農
地
の
賃
借
を
す
る
場
合
は
、
こ
の

情
報
を
参
考
に
貸
し
手
、
借
り
手
の
双

方
で
賃
借
料
の
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

福祉事務所長寿介護課（認定審査係）
☎ 0220 （58） 5551

務
署
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
27

年
分
の
申
告
か
ら
青
色
申
告
を
す
る
人

上
場
株
式
の
配
当
お
よ
び
譲
渡
所
得
が
あ

る
人

亡
く
な
っ
て
い
る
人
の
申
告
を
す

る
人

過
年
分（
平
成
26
年
分
以
前
）の
申

告
を
す
る
人

土
地
以
外
に
不
動
産
を
売

却
し
た
人

繰
越
損
失
の
申
告
を
す
る
人

相
続
税
法
対
象
年
金
の
申
告
を
す
る
人

　

ご
不
明
な
点
は
事
前
に
総
務
部
税
務
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
務
部
税
務
課（
市
民
税

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

◉
☎
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▶

☎

㊐ ☎ ☎

㊍ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、
受診ください。

㊊ ☎

㊌ ☎

㊋

☎

☎

㊎ ☎

　

市
で
は
、市
民
一
人
一
人
の
健

康
な
生
活
を
願
い
、よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
、検
診
を
受
け
て
も
ら

う
よ
う
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。平
成
27
年
度
に
実
施
し
た「
集

団
検
診
」で
、各
種
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
を
対
象
に
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
受
診
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
日
本
人
が
最
も
多
く
か
か
る
が

ん
で
あ
る
胃
が
ん
。治
癒
率
が
格

段
に
上
が
り
、早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
す
れ
ば
、「
治
る
が
ん
」と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
治
る
が
ん
」

の
段
階
で
発
見
す
る
た
め
に
は
、

年
１
回
の
胃
が
ん
検
診
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

平
成
28
年
２
月
６
日

【問い合わせ】登米市南方町新高石浦130番地　死kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp
　市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116　 0220（58）3345

（
土
）、２
月
７
日（
日
）　

午
前
７
時
30
分
〜
９

時
30
分

迫
保
健
セ
ン
タ
ー

35
歳
以
上

】35
〜
39
歳
は
千
円
、

40
歳
以
上
は
無
料

◉
　

乳
が
ん
は
、女
性
の
が
ん
の
中

で
最
も
患
者
数
が
多
く
、日
本
で

は
年
間
約
１
万
３
千
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。乳
が
ん
に
か
か

る
人
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、20

年
前
に
比
べ
て
約
２
倍
が
乳
が
ん

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。定
期
的

な
検
診
が
必
要
で
す
。

平
成
28
年
２
月
12
日（
金
）

〜
２
月
14
日（
日
）　

午
前
９
時
〜
10
時
30

分
、午
後
０
時
30
分
〜
１
時
30
分

迫
保
健
セ
ン
タ
ー

30
歳
以
上
の
女

性
、
40
歳
以
上
は
２
年
に
１
回
偶

数
年
齢
の
人

無
料

◉
　

子
宮
頸
が
ん
は
、30
歳
代
後
半

か
ら
40
歳
代
で
か
か
る
可
能
性
が

最
も
高
い
が
ん
で
す
。日
本
で
は

年
間
約
２
千
９
０
０
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。20
歳
か
ら
検
診

が
必
要
で
す
。

平
成
28
年
２
月
19
日（
金
）

〜
２
月
21
日（
日
）　

午
前
８
時
30
分
〜
10

時
30
分
、午
後
０
時
30
分
〜
１
時

30
分

迫
保
健
セ
ン
タ
ー

20
歳
以
上
の
女
性

無
料

※
検
診
の
際
に
は
、受
診
票
が
必

要
と
な
り
ま
す
。検
診
受
診
票
を

紛
失
さ
れ
た
人
は
、最
寄
り
の
総

合
支
所
市
民
課（
健
康
づ
く
り
係
）

ま
た
は
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

を
合
計
し
、
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申

請
に
よ
り
超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

世
帯
内
の
同
じ
医
療
保
険

で
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
で
自

己
負
担
が
あ
っ
た
世
帯

８
月
１

日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
の

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を

も
と
に
支
給
額
を
計
算
し
ま
す
。
支
給
額

の
計
算
は
平
成
27
年
７
月
31
日
現
在
に
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
し
ま
す
。
同

一
世
帯
で
も
、
異
な
る
医
療
保
険
と
の
合

算
は
で
き
ま
せ
ん
。
高
額
療
養
費
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
対
象
と
な

る
金
額
は
除
か
れ
ま
す
。
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
支
給
し
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
加

入
者
＝
合
算
制
度
の
支
給
対
象
者
に
は
、

平
成
28
年
３
月
以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
平

成
27
年
７
月
31
日
ま
で
の
間
に
転
出
し
た

人（
国
保
の
み
）や
他
の
医
療
保
険
か
ら
国

民
健
康
保
険
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

に
変
わ
っ
た
人
は
、
申
請
の
お
知
ら
せ
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
己
負
担

限
度
額
な
ど
を
参
考
に
対
象
に
な
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
場
合
、
異
動
前
の
医
療
保
険
者
ま

た
は
介
護
保
険
者
か
ら
の
自
己
負
担
額
証

明
書
が
必
要
で
す
。

被
用
者
保
険（
全
国
健
康
保
険
協
会
・
共

済
組
合
な
ど
）加
入
者
＝
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者（
事
業
所
な
ど
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
方
法
、
支
給
時
期
な
ど
は
各
保

険
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
な
ど
の
受
給
者

で
、
す
で
に
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
、

高
額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
分
が
過
払
い

と
な
る
た
め
、
医
療
費
の
調
整
ま
た
は
返

還
が
生
じ
ま
す
。
該
当
者
に
は
別
途
連
絡

し
ま
す
。

　コミュニティ協議会などの３団体
が「平成27 年度コミュニティ助成事業
（宝くじ助成事業）」で、備品を整備しま
した。この事業は、（一財）自治総合セン
ターが宝くじ受託収入を財源に、コミュ
ニティ組織などの健全な発展と宝くじ
の普及広報を目的に実施しています。

企画部市民活動支援課
（市民協働推進係）
☎0220（22）2173

◉

☎
◉

☎

☎
◉

☎

　

　

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

１月～２月は
「はたちの献血」
キャンペーン月間
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迫
　新田中生徒による「歓喜に寄すを歌う会」は、新田中学校
体育館で開かれました。
　今年で26回目を迎えたこの会。生徒たちは「登米市市民
歌」などを合唱し、会場に澄んだ歌声を響き渡らせました。
　また、キャンドルやイルミネーションの明かりの中で生
徒代表が「ベートーベンと第九」「歓喜に寄す」を朗読。終わ
りに「歓喜の歌」「ふるさと」を合唱し、会場に訪れた保護者
や地域住民は静かに聞き入っていました。

登米
　登米幼稚園の園児たちは特別養護老人ホーム光風園（及
川公

こう

子
こ

施設長）を訪れ、施設入所者と交流を深めました。
　この事業は、地域内での異世代交流を目的に毎年実施。
園児たちは入所者に、クリスマスの歌や踊りを披露しまし
た。また、園児と入所者が一緒に楽しむ風船ゲームは大いに
盛り上がり、園内には笑い声が響き渡りました。最後に入所
者たちが「また遊びに来てね」と、園児たちにプレゼントを
渡すと「また来るね」と再会を誓いました。

東和
　「ジュニアリーダー育成教室クリスマス会」は、米川公民
館で開催されました。当日は、東和ジュニアリーダーサー
クル「クルッくる」のメンバーたちが、町内3小学校の児童
23人にゲームやダンスを指導し、みんなで楽しみました。
　楽しんだ後は、スパゲティやみんなでデコレーションし
たケーキを食べながら交流を深めました。参加した児童た
ちは「ダンスやゲームをしたり、プレゼントをもらったりし
て楽しかった」と話していました。

中田
　学校支援ボランティアによる学校図書室環境整備は、宝
江小学校（佐藤建

たて

雄
お

校長）で行われました。
　これは、学校・地域教育力向上対策事業の一環として市教
育委員会が実施。今回は、読みたいものをすぐに検索できる
よう登録したり、破損したものを修理したりするなど、本
に親しみやすい環境に向けて作業をしました。支援ボラン
ティアの皆さんは「子どもたちには、本をたくさん読んで、
心豊かに育ってもらいたいです」と話していました。

豊里
　豊里町子ども会育成会連合会主催（遠藤たえ子

こ

会長）の
「第22回少年少女ドッヂビー大会」は、豊里公民館で開催さ
れました。大会は、10地区から19チーム小学生140人が参
加し、熱戦を繰り広げました。
　ドッヂビーのルールはドッジボールとほぼ同じ。柔らか
いディスクを使うので、高い安全性が特徴の競技です。子ど
もたちは、ディスクの扱いに戸惑い気味でしたが、徐々に慣
れていき楽しくプレーしました。

石越
　昔ながらのきねと臼でつく「石越幼稚園餅つき会」は、同
園園庭で開催されました。これは、地域の人たちが子どもた
ちに餅つき体験と、つきたてを食べてもらいたいという思
いから開催されたもの。
　園庭には、園児たちの元気な「よいしょ」という掛け声が
響き渡りました。自分たちがついた餅の味は格別で、おかわ
りをして食べていました。地域の人たちとの触れ合いとお
餅で、気持ちもお腹も大満足の１日となりました。

津山
　津山地区防犯指導隊による「年末防犯特別警戒運動」は、
登米警察署協力のもと実施されました。
　これは、毎年12月1日から翌年1月7日まで実施している
「年末年始における地域安全運動」の一環として実施され、
防犯指導隊員らが津山地区にある南三陸町仮設住宅を戸別
訪問。振り込め詐欺や空き巣などの犯罪被害に遭わないよ
う、チラシを配布しながら年末年始の防犯強化を呼び掛け
ました。

米山
　県ジュニアメジャー大会の決勝戦は、仙台市民球場で開
かれ、中津山ブレーブスが悲願の初優勝を果たしました。
　この大会は、県下約100チームが参加。3月下旬からリー
グ戦が開始、上位32チームが決勝トーナメントで優勝を競
いました。選手たちは、苦しい戦いの中で一戦一戦たくまし
さを増し、王者の座を勝ち取りました。コーチの阿部浩

ひろ

也
や

さんは「新たなページを刻んでくれた。17人の選手たちは
私たちの誇りです」と選手を称えました。

南方
　南方中央地区コミュニティ推進協議会主催の「第１回な
ごみ♡サロン」は、南方公民館で開催されました。女性役員
が中心となり企画した初めての「女性向け事業」は「忙しい
日々を過ごす女性たちに少しでも癒やしを」がコンセプト。
　テーブルごとにケーキ作りを楽しみ、和やかに会食をし
ながら、マンドリン演奏や心に響く歌の数々を楽しみまし
た。最後にはかわいいトナカイやサンタが登場し、参加者全
員にクリスマスプレゼントが贈られました。

TOWNS TOPICS



21 202016.2

Monthly Hot Communication

Health

くん
（迫町萩洗）

くん
（迫町三方島）

くん
（迫町鉄砲丁）

ちゃん
（迫町山の内）

ちゃん
（迫町八幡）

くん
（迫町江合）

くん
（迫町鉄砲丁）

くん
（中田町南加賀野）

ちゃん
（迫町東表）

ちゃん
（迫町錦東）

くん
（中田町加賀野一）

ちゃん
（東和町米谷1区）

Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

　現在市内 3 カ所（迫、登米、中田）の図書館（室）
には、約 10 万冊の本を所蔵しており、年間約 7
万冊が貸し出されています。
　しかし、返却される本の中には、紙が破れて
いたり水にぬれていたりするものがあります。
ひどいものは切り抜かれていて、そのままの状
態ではほかの人に貸すことができないものもあ
ります。可能なものは職員が修理しますが、不
可能なものは廃棄となる可能性もあります。
　もし、誤ってページ
が取れたり破れたりし
たときは、自分で修理
せず、現状のまま図書
館にお持ちください。
専用のテープなどで

☎
☎
☎

くん
（迫町萩洗）

くん
（迫町下舟丁）

くん
（迫町横丁）

くん
（迫町西表）

ちゃん
（登米町後舟橋）

ちゃん
（登米町大谷地）

くん
（登米町宿小川）

くん
（中田町上沼新田）

くん
（中田町川面）

ちゃん
（中田町新町）

くん
（中田町長谷）

ちゃん
（中田町大柳）

くん
（豊里町仲町）

ちゃん
（豊里町上町）

くん
（中田町長谷）

くん
（中田町十文字）

ちゃん
（中田町加賀野一）

ちゃん
（豊里町横町）

くん
（豊里町保手）

くん
（豊里町鴇波）

くん
（豊里町下町）

ちゃん
（豊里町下町）

くん
（豊里町新町）

くん
（豊里町十五貫）

くん
（石越町第十四）

くん
（石越町芦倉）

くん
（石越町長根）

ちゃん
（石越町第二）

くん
（南方町北本郷）

くん
（南方町沼崎）

ちゃん
（南方町北本郷）

くん
（南方町山成）

くん
（南方町新高石）

ちゃん
（津山町横山3区）

くん
（津山町横山4区）

職員が修理します。
セロテープなどでの
補修はかえって本が
傷みます。
　なお、汚損・破損・
水濡れなどがひどい場
合には、弁償してもらうこともありますのでご
注意ください。
　図書館の本は市民皆さんの財産です。
　次に読む人のことも考えて利用しましょう。

　フッ化物は、空気、土、海や川の水、
植物、動物、食品など、自然界のあら
ゆるものに含まれ、私たちも飲食物か
ら毎日摂取しています。
　フッ化物は、歯の質を強くし、むし
歯予防の働きをするなど、歯の強い味
方です。
　歯みがきのときに、フッ化物入り歯
磨き剤を使うと、たいへん効果があり
ます。市販されている歯みがき剤の多
くにフッ化物が含まれています。
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　151㌢でＡ型です。
　コメリハード＆グリーン登米店

で働いています。品出しやレジなどを担当
しています。お客さんに「ありがとう」や「い
つも頑張っているね」と声をかけられると
うれしくなって、もっとやる気が出ますね。

　明るく、人見知りをしない
です。初めて会う人でも早く打ち解けられ
ます。

　ガーデニングです。春先から夏
にかけては花を植え、この時期は観葉植物
を育てています。植物は、毎日少しずつ変化
があり、成長の過程を楽しめるのがいいで
すね。きれいに花を付けたときはうれしく
なります。

パンやスコーンを作ったり、植
物の手入れをしたりしています。たまに姉
と、仙台市へ買い物をしながら遊びに行く
こともあります。

優しくて、一緒にいて安
心できる人がいいですね。

　コーヒーのおいし
い店巡りをしたいですね。市内でのお気に
入りは「Coff ee iPPO」です。店内の落ち着い
た雰囲気とおいしいコーヒーで、何時間で
も過ごしたくなります。

自然豊かでのどか、
程よい距離感の近所付き合いがあり、住み
やすいまちだと思います。２年間仙台市に
住んでいたのですが、戻ってきて登米市の
よさを再確認しました。

Dream
Monthly Hot Communication

　私の将来の夢は、お医者さんです。なり
たいと思った理由は、四つあります。
　一つ目は、４歳の時にドラマを見て、かっ
こいいなあと思ったからです。二つ目は、
テレビで世界中の子どもたちが苦しんでい
るということが分かったからです。三つ目
は、新田には病院が診療所しかないことで
す。もしも、診療所がなくなったら、佐沼
に行かなければならないからです。四つ目
は、前にお腹が痛くなり、病院に行くたび、
先生が笑顔で優しく声をかけて安心させて
くれたからです。
　私は、いつも笑顔で患者さんを安心させ
るようなお医者さんになりたいと思ってい
ます。

2013年４月３日生まれ
迫町・萩洗
智彦さんの長男

くん（２）

　勝己の笑顔は、家
族にとって何よりの
幸せです。まだまだ
甘えん坊だけど、勝
己らしく、勝己のス
ピードで成長して
いってね。

2015年４月30日生まれ
登米町・遠見台
真弥さんの長女

ちゃん（０）

　お散歩、カメラが
大好きなわが家のア
イドル結衣ちゃん。
　カメラを向けると
いつもカメラ目線。
今日もまた一枚パ
シャリ！

Monthly Hot Communication

Child
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夫
婦
で
お
神
楽
踊
ん
の
っ
し
ゃ

戦
争
で
中
国
に
出
兵
し
、

一
緒
に
行
っ
た
同
級
生
全
員
が
亡

く
な
り
、つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

ま
し
た
。そ
ん
な
と
き
に
、仲
人
の

紹
介
で
一
緒
に
な
っ
た
ん
だ
で
ば
。

戦
後
ま
も
な
い
頃
で
、

食
べ
る
も
の
が
な
く
て
大
変
だ
っ

た
ね
え
。ご
飯
に
、ダ
イ
コ
ン
や
サ

ツ
マ
イ
モ
を
入
れ
て
食
べ
で
だ
お

ん
ね
。

仲
人
を
32
組
務
め
た
ご

ど
だ
な
。農
業
し
な
が
ら
、仕
出
し

屋
で
お
ふ
る
め
の
司
会
を
や
っ
て

た
ご
ど
も
あ
っ
て
、よ
く
頼
ま
れ

だ
ね
え
。

宮
崎
県
さ
旅
行
さ
行
っ

た
ど
き
に
入
っ
た
砂
風
呂
が
忘
ら

い
ね
ね
。

ふ
る
さ
と
か
ら
発
信
さ
れ

る
情
報
が
楽
し
み

　

本
年
の
南
方
町
人
会
総
会
お
よ

び
懇
親
会
は
２
０
１
５
年
10
月
25

日
に
、上
野
東
天
紅
本
店
で
盛
会

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
１
９
５
８
年
３
月
に
東
京

都
墨
田
区
で
就
職
し
ま
し
た
。
そ

の
翌
年
の
８
月
３
日
、関
東
地
区
南

方
村
人
会
設
立
総
会
が
東
京
都
大

田
区
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
南
方
町
人
会
の
始
ま
り

で
す
。
当
時
、
南
方
村
狼
掛
出
身

で
北
辰
電
機
株
式
会
社（
現
横
河
電

機
）
取
締
役
を
務
め
た
千
葉
秋
雄

氏
が
初
代
村
人
会
会
長
で
す
。

　

64
年
４
月
１
日
、南
方
村
が
町

制
施
行
し
、会
も
村
人
会
か
ら
町

人
会
と
な
り
、本
年
で
発
足
か
ら

57
年
を
迎
え
ま
す
。

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、道
の
駅
米
山「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
山
崎
準じ

ゅ
ん
　
い
ち
　
ろ
う

一
郎

駅
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

　

本
年
で
５
回
目
を
迎
え
る「
イ

チ
ゴ
ま
つ
り
」は
２
月
20
、21
日
の

２
日
間
、開
催
し
ま
す
。期
間
中

は
、当
道
の
駅
メ
ー
ン
の
品
種「
も

う
い
っ
こ
」「
と
ち
お
と
め
」を
、通

常
よ
り
多
く
入
荷
し
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。こ
の
時
期
の
イ
チ
ゴ

は
大
変
好
評
で
す
の
で
、
お
早
め

に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。ま
た
、

先
着
１
０
０
人
の
皆
さ
ん
に
、串

に
刺
し
た
イ
チ
ゴ
に
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
付
け
た「
チ
ョ
コ
イ
チ
ゴ
」を

無
料
で
配
り
ま
す
。こ
ち
ら
も
大

変
人
気
が
あ
る
の
で
、お
早
め
に

来
場
し
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
か
ら
始
め
た
「
つ
る
し
び

な
」
を
２
月
20
日
か
ら
３
月
３
日

ま
で
お
休
み
処
に
展
示
し
ま
す
。

今
年
は
、
当
道
の
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
イ
チ
ゴ
や
ハ
ク
サ
イ
、
丸
山
権

太
左
衛
門
な
ど
の
大
型
つ
る
し
び

な
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
愛
好
会

の
皆
さ
ん
が
手
間
隙
を
か
け
て

作
っ
た
力
作
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、米
山
町
出
身
の
陶
芸
家
、

熊
谷
由ゆ

か香
さ
ん
の
作
品
展
を
イ
チ

ゴ
ま
つ
り
と
同
時
開
催
し
ま
す
。

沖
縄
の
伝
統
工
芸
士
国こ

く

場ば

一は
じ
め

氏

に
弟
子
入
り
し
、技
術
を
学
ん
だ

熊
谷
さ
ん
の
作
品
は
、こ
の
辺
で

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
味
の
あ
る

も
の
ば
か
り
。こ
ち
ら
に
も
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
米
山「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７

●
３
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、１
月
29
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

95
年
６
月
に
、観
光
バ
ス
で
一

泊
二
日
の
ふ
る
さ
と
訪
問
を
開
催
。

多
く
の
会
員
が
参
加
し
、ふ
る
さ

と
南
方
で
懐
か
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。そ
の
後
、09
年
６

月
に
も
ふ
る
さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
を

開
催
し
、38
人
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。そ
の
際
に
は
、布
施
市
長

は
じ
め
、南
方
町
の
行
政
区
長
や

婦
人
会
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
に
、

お
も
て
な
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
、登
米
市
内
の
観
光
地

を
見
学
。登
米
高
等
尋
常
小
学
校

や
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念

館
な
ど
を
見
学
し
帰
京
し
ま
し
た
。

　

情
報
化
社
会
と
な
っ
た
今
日
。

毎
月
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
る「
広

報
と
め
」は
、登
米
市
９
町
の
話
題

が
盛
り
沢
山
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

毎
月
楽
し
み
に
拝
読
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
時
代
で
、登
米
市
の

情
報
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は「
お
い

で
よ
登
米
市
」ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動

画
で
は「
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
」

「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ

キ
ー
登
米
市
」「
米
川
水
か
ぶ
り
」

「
畑
岡
神
楽
」な
ど
を
見
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

は
、登
米
市
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
拝
見
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
登
米
市
か
ら
の
各

種
情
報
の
発
信
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
、登
米
市
と
市
民
皆
さ
ま
の

益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

お
神
楽
を
踊
っ
た
り
、謡

を
歌
っ
た
り
す
る
の
が
楽
し
い
ね
。

そ
い
っ
ち
ゃ
、北
方
小
の
子
ど
も

た
ち
さ
、鳥
舞
を
教
え
さ
行
ぐ
の

が
お
も
せ
え
ね
。子
ど
も
た
ち
が

ら
元
気
貰
っ
て
だ
で
ば
。

お
い
と
こ
や
お
じ
い

さ
ん
の
謡
で
お
神
楽
踊
る
の
が
楽

し
み
だ
ね
え
。

よ
め
こ
ど
し
ね
え
で
、や

ん
べ
く
せ
語
る
。

さ
っ
と
、け
ん
か
す
る

ぐ
れ
え
で
ち
ょ
う
ど
い
い
ね
。そ

ん
で
、す
ぐ
に
元
さ
戻
っ
こ
ど
。

ず
っ
と
元
気
で
、一
緒
に

お
神
楽
ど
お
い
と
こ
や
り
で
え
ね
。

孫
だ
ぢ
に
負
げ
ら
い
ね
で
ば
。
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歴
史
博
物
館
で
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。一
緒

に
展
示
解
説
や
イ
ベ
ン
ト
、講
座

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

20
歳
以
上
の
人

市
内
の
歴
史
や
文
化
、社
会
教
育

に
興
味
の
あ
る
人

「
新
規
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」に
参
加
可

能
な
人

▼
緑
化
活

動（
歴
史
博
物
館
の
敷
地
内
）▼
旧

亘
理
邸
の
解
説
▼
各
種
講
座
の
補

助
▼
街
頭
紙
芝
居
の
上
演
な
ど

歴
史
博
物
館
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、郵
送
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
・
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
、歴
史
博
物
館
ま
で
提
出
し

災害時安定供給施設

▶

▶

▶

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
、被

害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、

飼
育
羽
数
を
把
握
し
「
発
生
の
予

防
」「
早
期
の
発
見
・
通
報
」お
よ

び
「
迅
速
・
的
確
な
初
動
」が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ニ
ワ
ト
リ
な
ど
を
飼
っ
て
い
る

人
は
飼
養
羽
数
を
確
認
の
上
、連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

て
く
だ
さ
い
。申
込
者
全
員
に
、後

日
「
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」の
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

※
歴
史
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
31
日

（
木
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

加
入
し
ま
す
。

市
歴

史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
２

　

清
涼
飲
料
水
の

自
動
販
売
機（
災
害
救
援
対
応
型
）

平
成
28
年
４
月
１
日

〜
平
成
30
年
３
月
31
日

各
設
置
場
所
お

よ
び
貸
付
料
な
ど
は
仕
様
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課（
中
田
庁
舎
２
階
）で
仕

様
書
な
ど
の
各
種
資
料
を
受
け
取

り
、募
集
内
容
を
確
認
の
上
、申
込

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
20
日

（
水
）か
ら
２
月
19
日（
金
）ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
、日

曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
不
可

建
設
部
住
宅
都
市
整
備
課　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

次
の
種
類
の
鳥
を
１
羽
で

も
飼
っ
て
い
る
人（
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
っ
て
い
る
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
）＝
ニ
ワ
ト
リ
、ア
ヒ
ル
、ウ

ズ
ラ
、キ
ジ
、ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
、

シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
、ダ
チ
ョ
ウ

平
成
28
年
２
月
12
日

（
金
）ま
で

※
牛
や
豚
、１
０
０
羽
以
上
の
ニ

ワ
ト
リ
を
飼
養
し
て
い
る
人
、ま

た
昨
年
ニ
ワ
ト
リ
の
飼
養
羽
数
の

報
告
を
し
て
い
る
人
に
は
別
途
連

絡
し
ま
す
の
で
、今
回
は
連
絡
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
産
業
経
済
部
農
産
園

芸
畜
産
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

▼
県
東
部
家
畜
保
健
衛
生
所（
防

疫
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
３
９
５

平
成
28
年
２
月
１

日（
月
）か
ら
２
月
29
日（
月
）ま
で

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分（
土
、
日
曜
お
よ
び
祝
日
を
除

く
）

※
掲
載
を
可
と
す
る
広
告
主
が
枠

数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
決
定環

境
事
業
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

※
募
集
内
容
や
応
募
に
必
要
な
書

類
、
提
出
方
法
な
ど
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
で
使
用
さ
れ
る
、燃
や
せ

る
ご
み
指
定
袋（
大
）に
掲
載
す
る

広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
に
事
業
所
、店
舗

等
を
有
す
る
法
人
な
ど
で
、そ
の

業
務
内
容
が
明
確
な
人

お
お
む
ね
平
成
28

年
７
月
〜
平
成
29
年
３
月
の
販
売

分
。
た
だ
し
、
流
通
品
に
つ
き
一

斉
に
販
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

平
成
28
年
４
月
入
学
生
を
募
集

し
ま
す
。県

内
在
住
の
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人

迫
公
民
館

40
人

年
間
22
日（
２
学
年
制
）

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

を
め
ざ
し
、地
域
活
動
の
指
導
者

と
し
て
必
要
な
内
容
を
身
に
つ
け

ま
す
。

平
成
28
年
２
月

29
日（
月
）必
着

５
千
円

年
間
２
万
円

※
申
込
書
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
い
き
が

い
健
康
課

☎
０
２
２（
２
２
５
）８
４
７
７

http://w
w
w
.m
iyagi-sfk.net/

◉

☎

　　

志
津
川
自
然
の
家
周
辺
で
は
、

カ
モ
メ
類
や
ガ
ン
類
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
野
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
生
態
や
秘
密
、観
察
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

平
成
28
年
２
月
28
日（
日
）

（
荒
天
時
は
中
止
）

志
津
川
自
然
の
家
周
辺

先
着
25
人（
小
学
生
以
上
。

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

１
０
０
円（
保
険
代
）

平
成
28
年
２
月

15
日（
月
）ま
で電

話
、電
子
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
い
ず
れ
か
で
、

参
加
者
全
員
の

住
所

氏
名
・

年
齢

代
表
者
の
電
話
番
号
を
記

入
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.m

iyagi.jp/
soshiki/sz-seinen/

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

宮
城

県
志
津
川
自
然
の
家

☎
０
２
２
６（
４
６
）９
０
４
４

０
２
２
６（
４
６
）９
０
４
５

死szm
@
pref.m

iyagi.jp
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

①
２
年
前

納（
４
月
〜
翌
々
年
３
月
分
）②
１

年
前
納（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）

③
６
カ
月
前
納
（
４
〜
９
月
分
、

10
月
〜
翌
年
３
月
分
）④
当
月
末

振
替
・
早
割（
納
付
期
限
よ
り
１

カ
月
早
く
口
座
振
替
）⑤
翌
月
末

振
替（
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
末

口
座
振
替
）

①
〜
④
の

口
座
振
替
の
前
納
に
は
保
険
料
の

割
引
が
あ
り
ま
す
。
①
は
２
年
間

で
１
万
５
３
６
０
円
、
②
は
年

間
３
９
２
０
円
、
③
は
半
年
で

１
０
６
０
円
、
④
は
毎
月
50
円
の

割
引
が
あ
り
ま
す
。

※
割
引
額
は
、
平
成
27
年
度
保
険

料
を
も
と
に
し
た
目
安
額
で
す
。

▼
２

年
、
１
年
、
６
カ
月（
４
〜
９
月

分
）
前
納
＝
２
月
末
日
ま
で
（
平

成
28
年
度
分
は
平
成
28
年
２
月
29

日
）▼
６
カ
月
前
納（
10
月
〜
翌
年

３
月
分
）＝
８
月
末
日
ま
で
▼
当

月
末
振
替（
早
割
）、
翌
月
末
振
替

＝
随
時

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る

金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出
す
る

か
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所

各
総
合
支
所
市
民
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所　

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
（
年

金
医
療
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

㊋

㊎

◉

☎

㊎

◉

☎

㊐

◉

☎

㊏
28 ㊐

◉

▶
　▶ ☎ 090
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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平
成
27
年
度
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金
の

実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、平

　　

宮
城
県
が
実
施
し
た
、平
成
27

年
産
登
米
市
産
大
豆
の
放
射
性
物

質
調
査
結
果
に
つ
い
て
、平
成
27

年
12
月
15
日
付
け
で
大
豆
の
出
荷

自
粛
が
解
除
と
な
り
、大
豆
の
出

　　　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
ス
タ
ー
ト
に

便
乗
し
た
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
詐
欺
」

が
全
国
で
多
発
し

て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

詐
欺
の
手
口
は
、大
き
く
分
け
て

「
劇
場
型
」「
個
人
情
報
収
集
型
」

「
便
乗
型
」の
３
パ
タ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
。

▼
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
る
の

は
犯
罪
」と
し
て
、数
百
万
を
脅
し

取
る
▼
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
流
出

し
た
。登
録
抹
消
の
た
め
に
現
金

を
振
り
込
め
」と
い
う
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
▼
「
あ
な
た
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
漏
れ
て
い
る
。取
り

消
し
料
を
払
っ
て
」と
い
う
電
話

が
か
か
っ
て
く
る
。

▼
市
役
所
の
職
員
を
名
乗
り
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
調
査
を
し
て
い
る

の
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ほ
し

い
」と
し
て
家
族
構
成
を
聞
い
て

く
る
パ
タ
ー
ン
。

▼
「
内
閣
官
房
の
認
可
の
企
業
」

か
ら
メ
ー
ル
が
あ
り
「
以
前
に
利

用
し
た
サ
イ
ト
の
滞
納
金
が
あ

る
。滞
納
金
を
払
わ
な
い
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
交
付
さ
れ
な
い
」と

い
う
メ
ー
ル
が
く
る
▼
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に

70
万
円
か
か
り
ま
す
」と
い
う
電

話
が
か
か
っ
て
く
る
。

◉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用

手
続
き
な
ど
で
、国
や
自
治
体
の

職
員
が
家
族
構
成
、資
産
や
年
金
・

保
険
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、

来
訪
の
申
し
出
が
あ
っ
て
も
断
っ

て
く
だ
さ
い
。不
審
な
メ
ー
ル
は

無
視
し
ま
し
ょ
う
。

◉
万
が
一
金
銭
を
要
求
さ
れ
て
も

決
し
て
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◉
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
お
住
ま
い
の
警
察
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

※
「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」に
関
す
る
こ
と
や
、そ
の

他
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
問
い
合

わ
せ
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０（
９
５
）０
１
７
８

（
無
料
）で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☎

成
28
年
３
月
31
日
（
木
）ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。電
力
会
社
と
の

電
力
受
給
の
開
始
な
ど
に
遅
れ
が

生
じ
な
い
よ
う
留
意
し
、計
画
的

な
設
置
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、補
助
金
の
交
付
決
定
を

受
け
て
い
る
人
で
も
、実
績
報
告

書
を
期
限
内
に
提
出
で
き
な
い
場

合
は
補
助
金
を
交
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
民
生

活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

荷
・
販
売
・
譲
渡
・
贈
答
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、県
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
県
登
米
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
７

▼
み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合
営

農
経
済
部（
津
山
町
除
く
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）１
６
０
０

▼
南
三
陸
農
業
協
同
組
合
営
農
生

活
部（
津
山
町
）

☎
０
２
２
６（
４
７
）４
５
８
５

▼
産
業
経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

　　

宮
城
県
の
事
業
所
で
働
く
全
て

の
労
働
者（
臨
時
、パ
ー
ト
、ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）に
適
用
さ

れ
る
宮
城
県
最
低
賃
金
が
、次
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、次
の
３
つ
の
業
種
に
該

当
す
る
事
業
所
で
働
く
労
働
者
に

は
、特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

▼
時
間
額

７
２
６
円（
効
力
発
生
日
＝
平
成

27
年
10
月
３
日
）

鉄
鋼
業
▼
時

間
額
８
２
７
円（
効
力
発
生
日
＝

平
成
27
年
12
月
13
日
）
自
動
車

小
売
業
▼
時
間
額
７
９
５
円（
効

力
発
生
日
＝
平
成
27
年
12
月
25

日
）
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
、電
気
機
械
器
具
、情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
▼
７
８
３
円

（
効
力
発
生
日
＝
平
成
27
年
12
月

18
日
）　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

宮
城
労
働
局
賃
金

室☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
４
１
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作
並
温
泉「
岩
松
旅
館
」で
夕
食

バ
イ
キ
ン
グ
に
登
米
産
の
旬
の
野

菜
や
牛
肉
な
ど
を
使
っ
た
料
理
を

提
供
す
る「
登
米
フ
ェ
ア
」が
市
と

の
連
携
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、登
米

産
食
材
を
使
っ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る

料
理
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
２
月
11
日（
木
）

〜
３
月
21
日（
月
）

作
並
温
泉「
岩

松
旅
館
」（
仙
台
市
青
葉
区
作
並
温

泉
元
湯
）／
午
後
６
時
〜
９
時

▼
作
並
温
泉
「
岩
松
旅
館
」

　　

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。相
談
は
完
全
電
話
予
約
制

で
す
。前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

平
成
28
年
２
月
23
日

（
火
）❶
午
前
９
時
30
分
〜
❷
午
前

11
時
〜
❸
午
後
１
時
30
分
〜
❹
午

後
３
時
〜県

東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　　

市
で
は
、弁
護
士
、司
法
書
士
と

協
力
し
、債
務
の
返
済
な
ど
に
つ

い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
日
は
月
２
回
で
す
。秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
２
月
12
日

（
金
）、２
月
26
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

12
日
＝
佐
竹
孝た
か
ゆ
き行（
司
法

書
士
）、26
日
＝
菅
野
高た

か

雄お（
弁
護

士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
工

観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

（平成27年12月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,535 10,264 10,887 21,151 （▲33）

登米 1,803 2,390 2,607 4,997 （▲1）

東和 2,427 3,328 3,459 6,787 （▲6）

中田 4,943 7,724 8,188 15,912 （▲4）

豊里 2,146 3,357 3,436 6,793 （4）

米山 2,850 4,696 4,917 9,613 （▲16）

石越 1,602 2,535 2,629 5,164 （▲4）

南方 2,639 4,294 4,547 8,841 （0）

津山 1,204 1,707 1,851 3,558 （▲4）

合計 27,149 40,295 42,521 82,816 （▲64）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○飲酒運転根絶
　飲酒運転で失う6つの宝
　

　飲酒運転は絶対にやめましょう。

（平成27年12月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H27 H26 増減数

人身事故
発生件数 271件 309件 ▲38件

死者数 2人 2人 0人

負傷者数 352人 369人 ▲17人

物損事故
発生件数 1,607件 1,762件 ▲155件

※平成27年１月からの延べ件数

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 雪
消防署北出張所（石越） 0.05 雪
消防署東出張所（東和） 0.05 雪
消防署津山出張所 0.06 雪
消防署南出張所（豊里） 0.04 曇り
消防署西出張所（南方） 0.05 雪

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　　

地
域
の
人
々
が
集
い
、発
表
し

あ
い
、人
と
人
が
つ
な
が
る
豊
か

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指

し
、第
５
回
佐
沼
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。　　

平
成
28
年
２
月
28
日（
日
） 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

迫
公
民
館
・
迫
体
育
館　

▼
芸
能
発
表
▼
作
品
展
示

▼
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
カ
フ
ェ

（
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
コ
ー

　
◉

平
成
28
年
３
月
13
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時（
受
け
付

け
＝
午
前
10
時
30
分
〜
）

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐

沼（
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
５

丁
目
５
―
10
）男

性
５
千
円
、女
性

３
千
円

20
〜
30
歳
代
の
独
身
男

女
で
セ
ミ
ナ
ー
と
イ
ベ
ン
ト
共
に

参
加
で
き
る
人

男
女
各
15
人

第
６
回
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー

＆
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
」

第
６
回
出
会
い
イ
ベ
ン
ト　

「
ひ
と
あ
し
先
に
春
よ
恋
!!!
」

ヒ
ー
を
提
供
）▼
餅
つ
き
体
験
▼

工
作
体
験（
ス
ー
パ
ー
お
り
紙
ヒ

コ
ー
キ
作
り
、ゴ
ム
鉄
砲
射
的
と

輪
投
げ
、ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の

３
種
目
は
お
菓
子
の
景
品
つ
き
）

▼
軽
食（
は
っ
と
汁
、 

つ
き
た
て

餅
を
各
限
定
５
０
０
食
を
無
料
提

供
）▼
は
ず
れ
く
じ
無
し
の
抽
選

会

佐
沼
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
・
迫
公
民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

平
成
28
年
３
月

５
日
（
土
）午
後
６
時
ま
で

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ハ
ピ
ふ
るW

edding　

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

　　

み
や
ぎ
の
明
治
村
「
登
米
町 

絵
の
ま
ち
巡
り
」開
催
に
合
わ
せ
、

髙
倉
勝
子
作
品
の
中
か
ら
登
米
薪

能
を
描
い
た
作
品
を
中
心
に
展

示
。ま
た
、実
際
に
能
舞
台
で
使
用

し
て
い
る
能
面
を
同
時
展
示
し
ま

す
。日
本
画
家
髙
倉
勝
子
が
描
く

幽
玄
の
舞
、そ
し
て
能
面
作
家 

菅

原
夢む

玄げ
ん

氏
の
幽
玄
の
世
界
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
２
月
１
日（
月
）

〜
２
月
29
日（
月
）午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

大
人
２
０
０
円
、高
校

生
１
５
０
円
、小
中
学
生
１
０
０

円

髙
倉
勝
子
美
術
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

☎

◉

平
成
28
年
２
月
21
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

※
５
日
前
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い◉
ワ
ー
ド
＝
総
会
の
資
料

平
成
28
年
２
月
９
日（
火
） 

午
前
10
時
〜
正
午
、２
月
12
日

（
金
）午
後
７
時
〜
９
時

エ
ク
セ
ル
＝
基
本
操
作

平
成
28
年
２
月
16
日（
火
） 

午
前
10
時
〜
正
午
、２
月
19
日

（
金
）午
後
７
時
〜
９
時

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

※
受
講
日
前
日
ま
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み

や
ぎ

　　
「
働
き
た
い
け
ど
一
歩
が
踏
み

出
せ
な
い
」「
職
務
経
歴
書
や
志
望

動
機
の
書
き
方
が
難
し
い
」な
ど
、

就
職
や
仕
事
に
関
わ
る
悩
み
を
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

月
〜
土
曜
日
／
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

※
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

み
や
ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
大
崎
市
古
川
駅

前
大
通
１
―
５
―
18　

ふ
る
さ
と

プ
ラ
ザ
１
階
）

15
〜
39
歳
で
無
業
状
態
の

人
、も
し
く
は
そ
の
保
護
者
や
家

族

無
料

み
や
ぎ
北

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
２
９（
２
１
）７
０
２
２

☎
０
２
２（
３
９
５
）２
２
１
１

▼
産
業
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

　1 命　2 家族　3 仕事　4 社会的信用　5 免許　6 財産

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

登
米
地
域
事
務
所

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
25
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午
後
１

時
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

図
書
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
行
事
「
米

川
の
水
か
ぶ
り
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。今
年
は
水
か
ぶ
り
本
祭
に
併

せ
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
を
目
指
す
「
来
訪
神
行
事
・
東

北
寒さ

み

ッ
ト
」も
開
催
し
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
６
日

（
土
）／
初
午
の
日

▼
水
か
ぶ
り
本
祭
＝
午
前

10
時
30
分
出
発
▼
東
北
寒
ッ
ト
＝

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

登
米
市
東
和
町
米
川
市
街

地
、大
慈
寺
山
門
広
場（
催
事
会

場
）

「
男
鹿
の

ナ
マ
ハ
ゲ
」、「
遊
佐
の
小
正
月
行

事（
ア
マ
ハ
ゲ
）」、「
米
川
の
水
か

ぶ
り
」の
行
事
内
容
や
再
現
実
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

東
和
総
合
支
所
市

民
課

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
１
１
１

　

平
成
28
年
２
月
13
日（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

栗
原
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー（
多
目
的
室
）

20
人（
先
着
順
）

５
０
０
円　

み
や

ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ

☎
０
２
２（
２
５
６
）０
５
０
５



第
67
回
全
日
本
大
学

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
優
勝

筑
波
大
学
４
年

Zoom Up Tome 2016
Athlete
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試
合
終
了
の
ブ
ザ
ー
と
同
時
に
、早
坂

の
目
か
ら
涙
が
あ
ふ
れ
た
。の
ど
か

ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
か
っ
た
日
本
一
。

こ
れ
ま
で
の
苦
し
い
こ
と
も
、辛
か
っ
た

こ
と
も
、全
て
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
。

　
「
努
力
や
苦
し
ん
だ
分
は
報
わ
れ
る
ん

だ
な
っ
て
。こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
、家

族
、仲
間
、コ
ー
チ
、私
に
関
わ
る
全
て
の

人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」

　
「
第
67
回
全
日
本
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会（
以
下
、イ
ン
カ
レ
）」

は
11
月
23
か
ら
28
日
ま
で
の
６
日
間
、東

京
都
渋
谷
区
の
国
立
代
々
木
競
技
場
第
二

体
育
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、筑
波
大

が
白
鷗
大
を
破
り
、
６
年
ぶ
り
10
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
。

　

早
坂
は
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
。粘
り

強
い
守
備
と
、１
７
５
㌢
の
長
身
と
抜
群

の
跳
躍
力
を
生
か
し
、オ
フ
ェ
ン
ス
リ
バ

ウ
ン
ド
を
拾
い
ま
く
っ
た
。ま
た
、持
ち
前

の
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
、外
側
か
ら
ド
リ

ブ
ル
で
持
ち
込
ん
で
の
シ
ュ
ー
ト
と
攻
守

両
面
で
チ
ー
ム
を
牽
引
。個
人
プ
レ
ー
に

は
走
ら
ず
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
徹
す
る
早

坂
は
選
手
た
ち
か
ら
全
幅
の
信
頼
を
置
か

れ
て
い
る
。彼
女
が
い
な
け
れ
ば
、筑
波
大

の
優
勝
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　

だ
が
、早
坂
の
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は

決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

登
米
で
早
坂
家
と
い
え
ば
自
他
共
に

認
め
る
バ
ス
ケ
一
家
。父
は
県
屈
指

の
名
プ
レ
ー
ヤ
ー
で「
登
米
に
早
坂
あ
り
」

と
全
国
に
名
を
は
せ
て
い
た
。娘
が
、父
と

同
じ
道
に
進
む
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。

早
坂
は
、小
３
で
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
へ
。「
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
攻
め
る
の
が
好

き
な
子
だ
っ
た
。敵
、味
方
関
係
な
く
、ボ
ー

ル
を
取
り
返
し
て
は
リ
ン
グ
を
目
指
し
て

い
た
」と
当
時
の
コ
ー
チ
の
猪
股
勝か

つ
の
り徳
さ

ん
。「
今
は
味
方
か
ら
ボ
ー
ル
を
取
り
返
さ

な
い
で
す
よ
」
と
早
坂
は
照
れ
笑
い
。

　

早
坂
は
、持
ち
前
の
身
体
能
力
と
人
一

倍
の
練
習
で
す
ぐ
に
頭
角
を
現
し
、中
心

選
手
と
し
て
活
躍
。中
学
入
学
後
は
即
レ

ギ
ュ
ラ
ー
と
な
り
、順
調
に
成
長
し
て

い
っ
た
。し
か
し
、市
内
で
は
無
敵
を
誇
る

も
、県
で
は
結
果
が
残
せ
な
い
。中
学
最
後

の
県
総
体
で
は
、１
回
戦
で
優
勝
候
補
の

女
川
中
と
激
突
。接
戦
を
も
の
に
し
た
と

思
っ
た
瞬
間
、ブ
ザ
ー
ビ
ー
タ
ー（
終
了
直

前
に
放
っ
た
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
こ
と
）

で
逆
転
負
け
。早
坂
は「
県
優
勝
を
目
標

に
臨
ん
だ
最
後
の
大
会
。と
に
か
く
悔
し

か
っ
た
。本
当
に
欲
し
い
も
の
は
手
に
入

ら
な
い
ん
だ
な
っ
て
」と
振
り
返
る
。

中
学
卒
業
後
、強
豪
聖
和
学
園
に
進

学
。親
元
を
離
れ
寮
生
活
が
始
ま
っ

た
。毎
朝
５
時
半
起
床
で
、朝
食
と
昼
食
を

作
り
、あ
わ
た
だ
し
く
登
校
。放
課
後
は
す

ぐ
に
練
習
が
始
ま
る
。練
習
は
、質
も
量
も

中
学
の
比
で
は
な
い
。寮
に
戻
れ
ば
、掃

除
や
洗
濯
、勉
強
と
や
る
こ
と
は
山
ほ
ど

あ
っ
た
。

　
「
で
も
、辞
め
よ
う
と
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち

も
思
わ
な
か
っ
た
で
す
よ
」

　

厳
し
い
環
境
に
負
け
る
こ
と
な
く
、１

年
春
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
入
り
し
、イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。日
本
一
を
目
指
す
も

８
強
に
終
わ
る
。翌
年
こ
そ
は
と
雪
辱
を

誓
う
も
こ
こ
か
ら
１
年
半
、全
国
へ
の
道

は
全
て
明
成
高
校
に
阻
ま
れ
た
。勝
て
な

い
間
の
練
習
は
過
酷
を
極
め
た
。

　
「
今
思
い
返
し
て
も
、あ
の
練
習
に
よ
く

耐
え
ら
れ
た
な
っ
て
思
い
ま
す
。長
期
の

休
み
は
午
前
午
後
の
２
部
練
習
は
当
た
り

前
。
生
涯
で
一
番
走
っ
た
と
思
い
ま
す
」

厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
迎
え
た

２
０
１
１
年
。高
校
集
大
成
の
年
を

迎
え
た
。こ
の
年
、聖
和
は
明
成
を
破
り
、

２
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
ウ
ィ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
中
、バ
ス
ケ

が
で
き
る
あ
り
が
た
み
を
痛
感
し
ま
し

た
。そ
う
い
う
中
だ
か
ら
こ
そ
、全
国
２
冠

を
取
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
」

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
８
強
、ウ
ィ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
16
強
に
終
わ
り
、ま
た
も
日
本
一

に
な
れ
な
か
っ
た
。

　

12
年
、筑
波
大
へ
進
学
し
た
早
坂
に
朗

報
が
飛
び
込
む
。Ｕ-

18
日
本
代
表
に
招
集

さ
れ
、ア
ジ
ア
選
手
権
出
場
選
手
に
選
ば

れ
た
。翌
年
の
世
界
選
手
権
に
も
招
集
。し

か
し
２
大
会
と
も
控
え
に
回
り
、出
場
機

会
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

　
「
人
生
初
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
落
ち
。本
当
に

悔
し
か
っ
た
け
ど
、控
え
選
手
が
ど
ん
な

思
い
で
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
や
チ
ー
ム
を
支
え

て
い
た
か
分
か
り
ま
し
た
。本
当
の
意
味

で
チ
ー
ム
プ
レ
ー
と
い
う
も
の
を
学
べ
た

貴
重
な
体
験
で
し
た
」

　

大
学
に
戻
っ
て
か
ら
の
早
坂
は
、何
事

に
も
取
り
組
む
意
識
が
変
わ
っ
た
。意
識

が
変
わ
れ
ば
、行
動
も
変
わ
る
。選
手
と
し

て
、人
と
し
て
、早
坂
彰
恵
は
一
回
り
も
二

回
り
も
成
長
し
た
。

２
年
の
リ
ー
グ
戦
で
２
部
落
ち
の
危

機
を
体
験
。３
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
日

本
一
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、選

手
生
命
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
。右
足
前

十
字
靭
帯
断
裂
ー
。目
の
前
が
真
っ
暗
に

な
っ
た
。も
う
プ
レ
ー
は
で
き
な
い
。一
時

期
は
本
当
に
そ
う
思
っ
た
。だ
が
、バ
ス
ケ

も
日
本
一
も
諦
め
な
か
っ
た
。過
酷
な
リ

ハ
ビ
リ
生
活
は「
日
本
一
」に
な
る
と
い
う

目
標
が
支
え
て
く
れ
た
。

　

よ
う
や
く
復
帰
の
め
ど
が
つ
い
た
15
年

１
月
。再
度
悪
夢
が
早
坂
を
襲
う
。右
足
半

月
板
損
傷
ー
。

　
「
本
当
に
も
う
だ
め
か
と
思
っ
た
ん
で

す
け
ど
ね
。逆
に
吹
っ
切
れ
ま
し
た
。で
き

る
限
り
バ
ス
ケ
を
続
け
よ
う
っ
て
」

　

早
坂
は
、４
月
に
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
復
帰
。

徐
々
に
調
子
を
上
げ
て
い
っ
た
。
チ
ー
ム

は
リ
ー
グ
戦
こ
そ
５
位
に
終
わ
っ
た
も
の

の
、大
学
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
イ
ン

カ
レ
で
悲
願
を
達
成
し
た
。

　
「
イ
ン
カ
レ
は
全
て
が
厳
し
い
試
合
で

し
た
。苦
し
い
と
こ
ろ
で
も
我
慢
で
き
た

の
は『
日
本
一
』
に
な
る
と
い
う
確
固
た

る
決
意
。
う
ち
は
全
員
が
共
有
し
て
い
ま

し
た
か
ら
ね
」

　

早
坂
の
最
大
の
武
器
は
、ス
ピ
ー
ド
で

も
跳
躍
力
で
も
な
い
。
決
し
て
諦
め
な
い

気
持
ち
と
ひ
た
む
き
さ
ー
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
Ｗ
Ｊ
Ｂ
Ｌ
の
強
豪
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
Ｖ
マ
ジ
ッ
ク
へ
の
入
団
が
内

定
し
て
い
る
。

　
「
目
標
で
す
か
。こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま

せ
ん
よ
」
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２
０
１
５
年
度
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
功

労
者
等
表
彰
式（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協

議
会
主
催
・
経
済
産
業
省
な
ど
関

係
７
省
が
後
援
）で
、ウ
ジ
エ
ス
ー

パ
ー
、
ウ
ジ
エ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ

ス（
以
下
、
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
）

が
最
高
賞
の
内
閣
総
理
大
臣
を
受

賞
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ご
み
の
発
生
抑
制

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、再
使
用（
リ
ユ
ー

ス
）、
再
生
利
用（
リ
サ
イ
ク
ル
）

に
率
先
し
て
取
り
組
み
、
顕
著
な

実
績
を
挙
げ
て
い
る
個
人
や
団
体

に
贈
ら
れ
る
。
昨
年
度
の
低
炭
素

杯
２
０
１
４
環
境
大
臣
賞
グ
ラ
ン

プ
リ
に
続
い
て
、２
年
連
続
で
日

本
一
に
輝
い
た
。

　

ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
の
千
葉
大だ

い

喜き

さ
ん（
迫
町
）は「
自
分
た
ち
の

仕
事
が
日
本
一
に
認
め
ら
れ
て
う

れ
し
い
で
す
」と
笑
顔
で
喜
び
を

語
る
。こ
の
言
葉
に
、他
の
社
員
た

ち
も
笑
顔
で
う
な
ず
い
た
。

　

両
社
の
受
賞
は「
エ
コ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」と
名
づ
け
た
環
境

ル
ー
プ
事
業
の
取
り
組
み
を
評
価

さ
れ
て
の
こ
と
。

　

ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、ウ
ジ

エ
ス
ー
パ
ー
で
毎
日
発
生
す
る
野

菜
や
果
物
の
廃
棄
物
を
、有
機
質

肥
料
に
加
工
し
て
い
る
。そ
し
て
、

市
内
の
農
家
と
連
携
し
て
、こ
の

肥
料
を
使
用
し
コ
メ
や
野
菜
な
ど

を
作
付
け
。そ
の
コ
メ
で
高
品
質

な
味
噌
を
作
り
、商
品
化
す
る
な

ど
、廃
棄
物
を
付
加
価
値
の
よ
り

高
い
も
の
に
変
え
る
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
の
ル
ー
プ
を
構
築
し
た
。リ

サ
イ
ク
ル
・
ル
ー
プ
は
農
林
水
産

大
臣
認
定
を
受
け
て
お
り
、食
品

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
65
・
２
㌫（
13
年

度
）を
達
成
し
た
。

　

作
ら
れ
た
コ
メ
や
野
菜
、味
噌

は
全
て
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
が
買
い

取
り
、ウ
ジ
エ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
商
品
と
し
て
販
売
。リ
サ
イ

ク
ル
・
ル
ー
プ
を
持
続
さ
せ
て
い

る
。地
元
の
農
家
・
企
業
と
一
体
で

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
地
域
活
性

化
に
貢
献
。こ
れ
ら
を
障
が
い
者

と
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て

い
る
。こ
れ
が「
エ
コ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」だ
。

　

氏
家
良よ

し

典の
り

社
長
は「
元
々
、障
害

者
雇
用
と
と
も
に
分
別
リ
サ
イ
ク

ル
へ
取
り
組
み
、営
業
活
動
で
の

廃
棄
物
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い

ま
し
た
。こ
れ
よ
り
も
環
境
に
優

し
い
廃
棄
物
処
理
法
は
な
い
か
と

調
べ
た
結
果
、現
在
使
用
し
て
い

る
有
機
質
肥
料
を
作
る
装
置
と
出

会
い
ま
し
た
」「
こ
の
装
置
は
、24

時
間
で
野
菜
と
果
物
の
廃
棄
物
を

完
熟
発
酵
さ
せ
ら
れ
ま
す
。作
業

工
程
が
①
生
ご
み
を
入
れ
る
②
出

来
上
が
っ
た
肥
料
を
取
り
出
す
ー

と
簡
素
化
さ
れ
て
い
て
、障
害
が

あ
っ
て
も
作
業
し
や
す
い
も
の
で

し
た
」と
取
り
組
み
の
鍵
と
な
る

装
置
導
入
を
振
り
返
る
。

　

ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
は
今
か

ら
約
11
年
前
に
設
立
さ
れ
た
。「
そ

れ
ま
で
、廃
棄
物
処
理
や
清
掃
業

務
は
外
注
。そ
れ
で
は
経
費
削
減

に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。経
費
を
削

減
し
つ
つ
、地
域
に
還
元
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
設
立
し
ま
し
た
。

地
域
へ
は
、よ
り
多
く
の
社
員
を

登
米
地
域
か
ら
採
用
す
る
こ
と
が

還
元
と
考
え
ま
し
た
。ク
リ
ー
ン

サ
ー
ビ
ス
は
、障
が
い
者
を
雇
用

し
、ス
ー
パ
ー
の
ベ
テ
ラ
ン
社
員

が
次
に
働
く
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
」と
氏
家
社
長
。

　

エ
コ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
肝
と
な
る

肥
料
を
作
る
の
は
障
が
い
者
、そ

の
指
導
に
当
た
る
の
は
、
ス
ー

パ
ー
を
定
年
退
職
し
た
藤
原
幸こ

う

悦え
つ

さ
ん（
迫
町
）。全
員
正
社
員
と
し

て
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

　

肥
料
が
で
き
る
ま
で
の
作
業

は
、全
て
彼
ら
が
担
当
。廃
棄
物
を

仙
台
の
店
舗
な
ど
か
ら
、収
集
車

で
運
搬
し
、廃
棄
物
を
装
置
で
肥

料
に
す
る
。肥
料
は
契
約
農
家
に

配
ら
れ
る
ほ
か
、コ
メ
や
野
菜
、

ハ
ー
ブ
な
ど
を
栽
培
す
る
自
社
農

園
で
使
用
さ
れ
る
。自
社
農
園
の

作
業
も
、彼
ら
が
担
当
し
て
い
る
。

決
し
て
楽
な
作
業
で
は
な
い
。

　

取
材
当
日
、作
業
を
し
て
い
た

大
場
一か

ず

弥や

さ
ん（
迫
町
）は「
仕
事

だ
か
ら
疲
れ
る
し
、大
変
だ
け
ど

楽
し
い
で
す
」と
弱
音
ど
こ
ろ
か

喜
び
を
表
す
。

　
「
彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
は
実
直
で

ひ
た
む
き
。業
務
指
導
を
し
て
い

ま
す
が
、逆
に
教
え
ら
れ
て
い
ま

す
。仕
事
は
彼
ら
の
よ
う
に
取
り

組
む
べ
き
だ
と
」と
彼
ら
を
評
価

す
る
藤
原
さ
ん
。

　

も
う
一
人
、彼
ら
を
影
で
支
え

る
存
在
が
い
る
。ク
リ
ー
ン
サ
ー

ビ
ス
経
営
企
画
室
で
、デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
務
め
る
菅
原
亜あ

希き

子こ

さ
ん

（
迫
町
）。東
北
で
も
数
人
し
か
い

な
い「
第
２
号
職
場
適
応
援
助
者
」

の
資
格
を
取
得
し
、ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
と
し
て
彼
ら
を
支
え
て
い
る
。

　

菅
原
さ
ん
は「
ウ
ジ
エ
グ
ル
ー

プ
の
目
標
は『
食
を
通
し
て
社
会

貢
献
す
る
』こ
と
で
す
。食
を
通
し

て
の
社
会
貢
献
に
は
い
ろ
い
ろ
な

カ
タ
チ
が
あ
り
ま
す
。彼
ら
と
共

に
、地
域
へ
恩
返
し
で
き
る
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」と
笑
み

を
浮
か
べ
る
。

　

氏
家
社
長
は「
こ
の
取
り
組
み

は
登
米
地
域
だ
か
ら
で
き
た
こ

と
。人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、登
米
市
を
よ
り
よ
い
地
域
に

し
た
い
と
願
う
農
家
や
企
業
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
、今
回
の
結
果
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」と
感
謝
の

意
を
表
す
。

　

ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
の
社
員
た

ち
は「
僕
た
ち
は
、毎
日
仕
事
が
で

き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

毎
日
仕
事
が
で
き
る
の
は
、お
客

さ
ん
が
来
て
く
れ
る
か
ら
。だ
か

ら
、登
米
市
の
人
た
ち
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」と
に
っ
こ
り
。

　

エ
コ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
使
わ
れ
る

肥
料
の
名
は「
無
限
」。そ
の
名
の

と
お
り「
無
限
」に
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
込
め
名

づ
け
ら
れ
た
。

　

感
謝
の
気
持
ち
が
連
鎖
す
る
こ

の
取
り
組
み
の
可
能
性
は
、無
限

に
広
が
っ
て
い
く
。



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
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　「天皇陛下へ献穀するコメに選ばれ本当にう
れしい。自分のコメが認められたのだから。同時
に、もう品質の悪いものは作れない。もっともっ
と努力しなければと思っている」と気を引き締
める千葉さん。
　平成27年度「新嘗祭献穀献納式」は2015年
10月23日、皇居の賢

かし

所
どころ

参集所で開かれ、本県代
表として、千葉さんのササニシキが天皇陛下に
献納されました。県では、県農林産物品評会で、
農林水産大臣賞を受賞した農家に献穀米の作付
けを依頼。全国有数の米どころである宮城県。
宮城で献穀米を作付けすることは、全国屈指の
コメ農家である証です。
　ここに至るまでの千葉さんの農業人生は「挑

戦」の連続でした。就農後、コメと肉用牛の飼育
（肥育、繁殖、一貫経営）、転作田の作業などに取
り組んできました。目まぐるしく移り変わる農
業情勢。その中で、時々に適した農業経営を模索
してきました。そしてここ10年、特に力を入れ
てきたのが「ササニシキ」の作付け。かつて一世
を風靡した、ササニシキの現在の作付面積は決
して多くありません。
　「登米市を米どころにしたササニシキ。ササ
の『優しいおいしさ』をなくしたくない」と熱く
語る千葉さん。「よいものを消費者に届けたい」
就農当時から変わらないこの思いと、お世話に
なった人たちへの感謝を胸に、千葉さんの挑戦
は続いていきます。

▼
今
月
は
市
民
の
広
場
な
ど
を

担
当
。
小
学
生
か
ら
90
歳
を
超

え
る
大
先
輩
と
、
幅
広
い
年
代

の
皆
さ
ん
を
取
材
し
た
。
年
は

違
え
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
聞
く
話

に
は
、
新
し
い
気
づ
き
や
発
見

が
あ
る
。「
話
が
面
白
か
っ
た
」

「
ま
た
お
茶
っ
こ
飲
み
ご
ざ
い

ん
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う

自
分
を
磨
こ
う
。（
及
川
）

▼
１
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
成

人
式
。
華
や
か
な
振
袖
や
ビ

シ
ッ
と
し
た
ス
ー
ツ
を
身
に
ま

と
い
、
懐
か
し
い
友
人
た
ち
と

の
再
会
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
新

成
人
の
皆
さ
ん
。
式
典
で
の
来

賓
や
仲
間
の
言
葉
を
真
剣
に
受

け
止
め
る
姿
は
特
に
印
象
的
で

し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
佐

藤
）

▼
日
に
日
に
寒
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。
冬
は
、
風
邪

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
る

季
節
。
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど

予
防
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
病
気
に
な
る
と
、

仕
事
を
休
ん
だ
り
、
う
つ
し
た

り
と
、
周
り
に
も
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
健
康
管
理
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。（
田
代
）

Profi le
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